























































































































































































































































































































































































































































































































安 全 志 向
イメージ項目 弱　い強　い
自由度t値n２平均値n１平均値
5351.3402344.2913034.363豊かな自然がそのまま残されている
5361.4372344.2913044.378森林が多い
5372.0742354.2093044.342海がきれい
5331.4122303.9743054.075川がきれい
5371.2072353.8093043.911良い温泉がある
5342.2002324.0653044.214癒される場所がある
5331.4972304.2003054.305おいしい食べ物がたくさんある
463.111.8992344.4403084.552果物がおいしい
5361.5482304.2483084.354魚や水産物がおいしい
524-0.1472293.5812973.569伝統的な料理がたくさんある
5321.7272293.7073053.856歴史的な出来事の舞台である
5261.7132293.5412993.692歴史上の人物の出身地である
5332.3692323.9483034.178世界遺産がある
450.581.7262324.1163064.258行ってみたい場所がある
5260.7012313.3252973.384文化的な活動が盛んである
5310.4492323.8583013.894人情味のある人たちが住んでいる
有意水準：＊＊=１％，＊=５％
注：表３では、普段からちょっと高くてもおいしいものを選ぶかという
質問、表４では普段から無農薬や有機栽培のものを買うかという質
問それぞれへの回答から、「いつもそうしている」と「そうすること
がよくある」を「強い」に、「時々はそうする」と「そんなことはな
い」を「弱い」にグループ化した。
	
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平均値の差の検定
和歌山訪問経験
イメージ項目 少ない多　い
自由度t値n２平均値n１平均値
5350.6274504.322874.368豊かな自然がそのまま残されている
145.624.0454514.295874.575森林が多い
5372.2124514.253884.443海がきれい
5331.3144484.011874.138川がきれい
168.887.1474513.765884.386良い温泉がある
5342.2754504.118864.326癒される場所がある
5330.3894494.254864.291おいしい食べ物がたくさんある
5400.2924544.500884.523果物がおいしい
5362.4144514.273874.494魚や水産物がおいしい
132.611.4104413.546853.682伝統的な料理がたくさんある
5323.3774473.729874.115
歴史的な出来事の舞台
である
138.553.9544413.556873.966
歴史上の人物の出身地
である
145.334.2234484.004874.471世界遺産がある
137.312.0194524.168864.360行ってみたい場所がある
525-0.2884413.358863.326文化的な活動が盛んである
123.972.3254463.836874.080
人情味のある人たちが
住んでいる
有意水準：＊＊=１％，＊=５％
注：これまで和歌山をどれくらい訪問したことがあるかという質問への
回答から、「４回以上」を「多い」に、それ以外を「少ない」にグルー
プ化した。
い」という（全体的に高い平均値を示した）項目ひとつだけを
除いて、残りのすべての項目について、高年齢層の方が肯
定的な回答をしているという結果となっている。このことは、
高年齢層は和歌山県に対して肯定的なイメー ジを持ってくれ
ており、この層はアプローチが容易であることを示している
が、反対に若年層は肯定的なイメー ジの割合が低いという問
題を示唆している。長期的な視点に立てば、若年層にも効
果的にアピールする必要があり、そのためには今までとは
違ったタイプの方策で若年層にアプローチする必要があるこ
とを示しているだろう。
　性別による、イメー ジ回答の平均値の比較を表７に示す。
表７より、和歌山県の自然に対する肯定的な回答は男性の
方が高いということが示されている。やはり、自然に関する要
素は男性の方が興味を持つ割合が高いということを示してい
ると考えられる。

　今回の調査結果は、非常に多くのことを示唆していると言
える。まず、首都圏の消費者が抱く和歌山県のイメー ジは、
他県と比較して、それほど悪くはないということが分かった。
しかし、それは、自然や自然がもたらす食べ物の優秀さとい
う領域で顕著であり、県民の多くが誇りに思っているだろう歴
史や文化の領域では、必ずしも優れたイメー ジを抱かれてい
るとは限らないといことである。どちらかといえば、素朴な田
舎といったイメー ジを多くの消費者が持っているという現状が
明らかにされた。このような現状を理解せずに、県民的な視
点から歴史や文化を重視した地域ブランドとして和歌山県地
域をやみくもにアピールしたとしても、首都圏をはじめとした
多くの消費者にとっては違和感を持たれてしまう危険性があ
るということが示されたといえるだろう。もちろん、これを出発
点にして、良い点は活用しながら伸ばし、足らない点は工夫
しながら補っていくということをこれから考えていかなければ
ならないだろう。自然といった要素は、より積極的に伸ばし、
歴史や文化といった要素は慎重に加えていくといった工夫で
ある。
　イメー ジの規定因に関する分析結果は、今後観光マーケ
ティングや地域ブランド形成においてどのようなアプローチが
考えられるかについていくつかの示唆を与えてくれた。マー
ケティング領域ではポピュラーな市場細分化の考え方の適用
もそのひとつである。すなわち、消費者を無差別に扱うの
ではなく、それぞれの興味や関心に合わせた切り口から、情
報提供をしていくことが効果的と考えられる。特に、和歌山
県の訪問回数と年齢層の違いが、地域のイメー ジに明確な
違いをもたらしていることは大きな発見であろう。前者は、訪
問をしてもらうことで、和歌山県という地域に対しての良いイ
メー ジが高まっていくことを示唆している。まさに、急がば回
れで、より良い地域イメー ジを持ってもらうためには、地域に
興味を持ってもらい、その結果として訪問してもらうこと、そし
てその際に良い経験をしてもらうことが重要であるということ
を示している。後者では、特に若い年齢層の人 に々効果的
に和歌山県の良いイメー ジを持ってもらうための努力が、今
後持続的な観光推進や地域ブランドの確立のために必要で
あることを示唆している。そのためには、それぞれの人たち
が興味を持っている領域に関連づけながら地域の良さをア
 
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平均値の差の検定
年　齢　層
イメージ項目 低　い高　い
自由度t値n２平均値n１平均値
5331.9842774.2822584.388
豊かな自然がそのまま
残されている
5342.0692774.2852594.409森林が多い
5353.6402754.1752624.405海がきれい
523.543.9332753.9022584.174川がきれい
525.347.7612753.5602624.183良い温泉がある
5323.8662754.0292594.286癒される場所がある
5312.7692764.1702574.362
おいしい食べ物がたく
さんある
5381.4422754.4692654.551果物がおいしい
524.363.0692744.2152624.420魚や水産物がおいしい
5233.4732733.4472523.718
伝統的な料理がたくさ
んある
529.947.4732753.5052574.109
歴史的な出来事の舞台
である
524.96.4402723.3602553.902
歴史上の人物の出身地
である
515.765.7402723.8272614.360世界遺産がある
511.765.4672743.9932624.416行ってみたい場所がある
5244.5272713.1662553.537文化的な活動が盛んである
5292.2692733.7912583.969
人情味のある人たちが
住んでいる
有意水準：＊＊=１％，＊=５％
注：年齢層は、６０歳以上を「高い」に、６０歳未満を「低い」にグループ
化した。
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平均値の差の検定
和歌山訪問経験
イメージ項目 少ない多　い
自由度t値n２平均値n１平均値
529-2.1931594.4213724.293
豊かな自然がそのまま
残されている
529-2.2501584.4433734.295森林が多い
530-2.0681594.3843734.241海がきれい
527-1.0661604.0883694.005川がきれい
530-1.0061603.9193723.825良い温泉がある
5280.1041584.1463724.153癒される場所がある
5260.5081584.2343704.273おいしい食べ物がたくさんある
265.991.9081604.4193754.544果物がおいしい
529-0.5391604.3443714.305魚や水産物がおいしい
517-0.7901573.6183623.550伝統的な料理がたくさんある
525-1.7971593.9063683.739歴史的な出来事の舞台である
520-0.6321603.6633623.602歴史上の人物の出身地である
526-0.4221604.1133684.068世界遺産がある
529-0.9711614.2613704.176行ってみたい場所がある
5190.3291563.3213653.351文化的な活動が盛んである
5241.8821583.7593683.921人情味のある人たちが住んでいる
有意水準：＊＊=１％，＊=５％
ピールするということが有望であると考えられる。
これらの結果を活用して、より望ましい地域イメー ジを定着さ
せ、結果的に地域ブランド形成を成功させるために、今後さ
らなる努力を重ねることが必要である。同時に、地域イメー
ジに関する研究を継続的に行うことも重要であるといえる。

　本稿で使用したデータ収集に関しては、和歌山県商工労働部観
光・ブランド推進局ブランド推進課の協力を得た。記して感謝したい。

　コトラ （ー２００３年）５８８，ラムズドン（２００４年）１７８などを参照。
　電通	
（２００９年）８０
　同上書６９
　敷田ほか（２００９年）３１
　ただし、和歌山のための調査であることを知らせた上での回答
なので、和歌山に対してやや好意的な回答となっている可能性は
考慮しなければならない。
　市場細分化の議論については、コトラー（１９８６年）４２、嶋口・
石井（１９８７年）８１、田村（１９９８年）４１などを参照。
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フィリップ・コトラー著，宮澤他訳『マーケティング・エッセンシャ
ルズ』，東海大学出版会，１９８６年
コトラー，ボーエン，マーキンズ著，平林祥訳『コトラーのホスピ
タリティ＆ツーリズム・マーケティング』第３版，ピアソン・エ
デュケーション，２００３年
石井淳蔵『ブランド価値の創造』，岩波書店，１９９９年
敷田，内田，森重編著『観光の地域ブランディング』，学芸出版社，
２００９年
嶋口光輝，石井淳蔵『現代マーケティング〔新版〕』，有斐閣，１９８７
年
田村正紀『マーケティングの知識』，日本経済新聞社，１９９８年
電通	
編『地域ブランド・マネジメント』，有斐閣，２００９
年
レス・ラムズドン著，奥本勝彦訳『観光のマーケティング』多賀出
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